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「
逆
説
」
が
意
味
す
る
の
は
、
近
代
国
民
国
家
に
お
い
て
平
等
の
観
念
が
登
場
す
る

と
き
、
厳
然
と
存
在
す
る
差
異
は
当
の
個
人
の
責
任
と
し
て
再
属
性
化
さ
れ
て
語
ら
れ

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
根
源
、
起
源
の
創
出
」
と
は
、
社
会
的
差
異
の
根
拠
は
、

身
分
等
に
よ
り
一
義
的
に
説
明
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
個
人
に
体
現
す
る
固
有
な
属
性

と
し
て
説
明
さ
れ
る
と
い
う
近
代
特
有
の
思
考
方
法
を
指
し
て
い
る
。(

句
読
点
と
も

158

字)  
 


